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米国工作機械（切削型）受注統計
（金額単位：千ドル）

受 注年 月 金 額台 数
91,3906942009年1月
107,7697802月
153,3649633月
99,1628554月
103,6088145月
117,7718536月
131,9969077月
117,5838068月
136,1339209月
134,93299310月
156,80795711月
187,2931,22612月
1,537,80810,7682009年累計
120,0987742010年1月
160,5479222月
229,0671,2853月
210,3841,2514月
167,0761,1555月
228,2761,4036月
1,115,4486,7902010年累計

◆米国工作機械受注統計（6月）
AMT（米国製造技術工業協会）及びAMTDA（米国

工作機械販売協会発表の受注統計（USMTC）によると、

2010年6月の米国切削型工作機械受注は、2億2,828万

ドルで前月比36.6％増、前年同月比95.9％増となった。

AMTのWoods専務理事は「米国最大の製造技術展で

あるIMTSを控えた月は受注は減少するのが、通例で

あった。しかしながら、2010年上半期の海外からの直

接投資の増加と航空宇宙および建設機械受注が2倍に

なったことは、例年の減少傾向よりも、受注増が加速

する結果となった。」と述べた。

（USMTCレポート 8月9日付）
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（単位：百万ドル）
2009年累計
（R）

2010年累計
（P）前年同月2010年5月2010年6月

（P）地 域 別 前年同期比
（％）

前年同月比
（％）

前月比
（％）

全
米

66.5669.961,115.4595.9116.5536.6167.08228.28切 削 型
-10.9103.4692.15-46.324.5722.510.7813.20成 形 型
56.1773.411207.6071.1141.1235.8177.85241.47計

北
東
部

38.7141.07195.70112.523.4663.330.5249.85切 削 型
-12.817.0914.90-54.33.50-50.83.251.60成 形 型
33.2158.16210.6190.826.9652.333.7851.45計

南
部

89.891.46173.6058.521.4917.429.0234.07切 削 型
-6.916.5115.37-88.63.77342.00.100.43成 形 型
75.0107.97188.9836.525.2618.529.1234.50計

中
西
部

66.7187.53312.6298.834.1968.040.4667.96切 削 型
-33.633.8722.49-13.95.6390.22.554.85成 形 型
51.4221.40335.1182.839.8269.343.0072.80計

中
部

90.4156.61295.20127.622.564.948.9551.34切 削 型
47.321.1131.10-10.26.4631.84.415.81成 形 型
85.3177.72326.3096.929.027.153.3557.15計

西
部

45.193.29135.3268.714.8538.218.1325.06切 削 型
-44.314.878.29-90.15.209.80.470.52成 形 型
32.8108.17143.6127.620.0537.518.6025.58計

Ｐ：暫定値 R：改定値
四捨五入により合計値及び％は一致しない場合がある。
出所：USMTC

台湾工作機械機種別輸出入統計（2010年1～4月） （単位：千USドル）
輸 入輸 出機 種 名 前年比（％）2009.1-42010.1-4前年比（％）2009.1-42010.1-4

112.530,68365,21292.119,02536,540放電加工機
2.111,47811,71849.9149,376223,928マシニングセンタ

134.710,37724,351-2.8153,060148,748旋盤
97.05,87611,57840.063,21588,507ボール盤・フライス盤・中ぐり盤
-33.521,17714,07973.024,88043,044研削盤
92.86,87813,26031.034,93345,749歯切り盤・歯車機械
62.186,469140,19832.0444,489586,516切 削 型 合 計

出所：海関進出口統計月報

◆米国工作機械受注統計（地域別）

◆台湾工作機械輸出入統計（2010年1～4月）

工作機械受注の月次推移（米国）
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台湾工作機械国別輸出入統計（2010年1～4月） （単位：千USドル）
輸 入輸 出

前年比（％）2009.1-42010.1-4国 別順 位前年比（％）2009.1-42010.1-4国 別順 位
140.142,521102,086日 本189.8182,455346,366中国・香港1
-32.321,23714,371ド イ ツ2-40.457,23034,131米 国2
48.86,6399,879米 国335.924,68533,547タ イ3
16.67,8349,134中国・香港492.817,34533,445イ ン ド4
17.26,0217,058ス イ ス555.720,50231,929ブ ラ ジ ル5
91.43,4636,629韓 国6355.86,00127,352韓 国6
-72.78,8182,404イ タ リ ア781.614,48826,313マレーシア7
18.612,17714,439そ の 他-14.3263,190225,685そ の 他
52.7108,710166,000合 計29.5585,896758,768合 計

出所：海関進出口統計月報

◆韓国工作機械主要統計（2010年6月）

韓国工作機械受注（2010年6月）
（単位：百万ウォン）○業種別受注（2010.1～6）

前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5需 要 業 種
259.769,32519,275-13.611,48913,305鉄鋼・非鉄金属
194.4106,19936,077-19.117,91322,138金属製品
95.6154,71779,093-33.028,36142,353一般機械
577.1218,00632,198-42.033,54457,845電気機械
282.0371,20497,185-44.154,66697,839自動車
-79.421,537104,386-79.58434,103造船・輸送用機械
14.437,29432,59649.69,7256,499精密機械
193.148,60816,585-41.77,21612,380その他製造業
71.75,8463,404-42.76421,121官公需・学校
308.033,3438,17332.46,9285,233商社・代理店
988.96,09856084.02,3881,298その他
149.61,072,177429,532-34.2173,715264,114内 需 合 計
80.9696,348384,9808.2126,007116,489外 需
117.11,768,525814,512-21.3299,722380,603受 注 累 計

出所：韓国工作機械工業会
注：1）％は前月から変更となりました。
2）前年同月比％変更となりました。

◆米国工作機械貿易統計（6月）
毅2010年6月の米国工作機械輸出

額（切削型）は、前月比10.1％

増の128.6百万ドルであった。

2010年1～6月の輸出累計は、

前年同期比14.1％増で、637.8

百万ドルであった。

毅2010年6月の米国工作機械輸入

額（切削型）は、前月比19.2％

増で160.5百万ドルであった。

2010年1～6月の輸入累計は、

前年同期比19.4％減で839.4百万ドルであった。 （AMTReport 2010年8月11日付）

前年比
増減率
（％）

2009年
1-6月

2010年
1-6月

6月/5月
増減率
（％）

2010年
5 月

2010年
6 月

14.1558.8637.810.1116.8128.6輸 出
（19.4）1,041.0839.419.2134.6160.5輸 入切削型
（58.2）（482.2）（201.7）78.9（17.8）（31.9）収 支

5.0300.1315.2（8.6）60.255.0輸 出
（20.4）308.3245.33.344.646.1輸 入成形型
（950.1）（8.2）69.8（42.9）15.68.9収 支

10.9858.9952.93.7177.1183.7輸 出
（19.6）1,349.41,084.715.3179.2206.6輸 入合 計
（73.1）（490.5）（131.8）949.4（2.2）（22.9）収 支
14.6362.2415.211.174.182.4輸 出

（23.1）887.2682.220.1105.2126.3輸 入NC機
（49.1）（525.0）（267.0）41.5（31.0）（43.9）収 支

㊟ (はマイナスを表す。四捨五入により、合計値と一致しない場合がある。
出所：AMT－TheAssociationforManufacturingTechnology
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韓国工作機械生産&出荷統計（2010年6月）
（単位：百万ウォン）○生産（2010.1～6）

前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5機 種 別
36.7487,651356,67515.793,37680,738NC旋盤
-39.321,46835,3699.24,6404,248NCフライス盤
68.3375,767223,330-7.571,38677,195マシニングセンタ
47.44,2492,882-34.4472720NC放電加工機
124.645,63020,31453.211,0407,205NC中ぐり盤
38.01,022,779741,115-2.3188,289192,804N C 小 合 計
12.712,33910,951-19.62,3972,980旋盤
107.019,6329,484-18.33,1673,877フライス盤
155.92,193857-42.5210365ボール盤
181.612,6934,5082.42,5302,470研削盤
1,089.530,2842,546-21.9590.0755専用機
192.1103,16735,325133.629,07412,444非 N C 小 合 計
45.01,125,946776,4405.9217,363205,248金 属 切 削 型
45.0146,981101,39012.828,50825,279金 属 成 形 型
45.01,272,927877,8306.7245,871230,527総 合 計

出所：韓国工作機械工業会
注：1）前月から％は変更となりました。
2）前年同月比％変更となりました。

（単位：百万ウォン）○出荷（2010.1～6）
前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5機 種 別
47.6521,954353,5565.6106,108100,440NC旋盤
-39.821,32235,4279.24,6404,248NCフライス盤
46.1337,526230,957-23.060,04577,994マシニングセンタ
317.64,1841,00279.2932520NC放電加工機
104.742,60120,81472.211,4416,644NC中ぐり盤
37.21,021,817744,669-9.6191,822212,135N C 小 合 計
24.615,73112,629-27.22,8453,910旋盤
158.125,2739,79317.05,4704,675フライス盤
214.02,415769-5.8290308ボール盤
114.412,2185,698-7.72,6612,883研削盤
953.829,5282,802－766－専用機
228.6111,17533,831129.231,75513,854非 N C 小 合 計
45.51,132,992778,500-1.1223,577225,989金 属 切 削 型
18.9149,924126,070-6.326,54628,316金 属 成 形 型
41.81,282,916904,570-1.6250,123254,305総 合 計

出所：韓国工作機械工業会
注：1）前月から％は変更となりました。
2）前年同期から％は変更となりました。

（単位：百万ウォン）○機種別受注（2010.1～6）
前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5機 種
98.6625,684315,109-8.1114,574124,694NC旋盤
-42.26,23010,77142.01,045736NCフライス盤
163.7593,885225,205-31.6105,676154,515マシニングセンタ
202.67,3132,417-60.56401,620NC放電加工機
120.51,447,702656,681-30.9230,649334,003N C 小 合 計
107.617,3418,353-8.22,5972,830旋盤
27.922,05817,247-23.93,3704,429フライス盤
89.16,6043,492-31.79151,340ボール盤
323.946,49810,96856.112,7958,196研削盤
-100.0－381－－－専用機
90.4127,78667,126157.246,20117,966非 N C 小 合 計
117.71,575,488723,807-21.3276,850351,969金 属 切 削 型
112.8193,03790,705-20.122,87228,634金 属 成 形 型
117.11,768,525814,512-21.3299,722380,603総 合 計

出所：韓国工作機械工業会
注：1）％は前月から変更となりました。
2）前年同月比％変更となりました。
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（単位：千USドル）○韓国工作機械輸出仕向け国別（2010.1～6）
アメリカ欧 州イタリアドイツアジア中 国日 本機 種 別
29,66032,1332,07910,43067,14944,581154NC旋盤
14,4408,9199071,934110,99989,838534マシニングセンタ
3002024,9274,58015NCフライス盤
104390002,5801,7805NC研削盤
0306306013,70613,2620NC中ぐり盤
5358002,9291,03310NCボール盤
491,0942661376,4544,5610NC放電加工機
1061,14704850,91910,2022,692NCその他

44,71244,0493,55812,551259,663169,8373,410N C 小 合 計
6061180157,8925,25350旋盤
631,142036415,07713,152228フライス盤
821880101,74766372ボール盤
5165450012,4908,1272,195研削盤
1,4251,517039317,50415,924244中ぐり盤
4,3532,7055991735,97421,6731,547その他
7,0456,21559979990,68464,7924,336小 合 計
51,75750,2644,15713,350350,347234,6297,746金 属 切 削 型 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更。
2）前年同期から％は変更。

韓国工作機械輸入統計（2010年6月）
（単位：千USドル）○機種別輸入（2010.1～6）

前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5機 種 別
23.272,56758,88410.88,8027,945NC旋盤
45.698,36867,56451.020,08713,300マシニングセンタ
-21.614,14218,038-65.91,9885,825NCフライス盤
-15.840,25247,810-45.64,4478,172NC研削盤
-95.04959,949-5.01920NC中ぐり盤
-26.41,9322,6241,644.159334NCボール盤
313.121,3475,16717.14,1753,565NC放電加工機
197.279,56126,76845.219,83113,657NCその他
38.8328,664236,80414.159,94252,518N C 小 合 計
37.522,47916,35189.76,0493,188旋盤
-9.94,0294,472-41.8424729フライス盤
326.67,8931,850-55.4386865ボール盤
43.445,07431,42612.89,9478,821研削盤
32.79,1196,87056.01,6101,032中ぐり盤
-2.669,03170,87849.113,5949,117その他
19.6157,625131,84734.832,01023,752非 N C 小 合 計
31.9486,289368,65120.691,95276,270金 属 切 削 形 合 計

Source：KoreaCustomsService
Note：1）Percentchangefrompreviousmonth

2）Percentchangefromthesameperiodofthepreviousyear

韓国工作機械輸出統計（2010年6月）
（単位：千USドル）○機種別輸出（2010.1～6）

前年同期比
（％）2010.1～62009.1～6前月比（％）2010.62010.5機 種 別
-14.1141,833165,18010.729,57726,711NC旋盤
28.5139,732108,72155.233,73021,737マシニングセンタ
-28.55,3687,50547.5441299NCフライス盤
-12.23,9724,52243.01,027718NC研削盤
-22.714,35218,57697.34,4142,237NC中ぐり盤
-76.33,14813,265211.2613197NCボール盤
467.17,9001,393155.31,930756NC放電加工機
－－7,910-9.110,90211,988NCその他
12.9369,105327,07227.882,63464,643N C 小 合 計
-30.09,13713,06116.21,4741,269旋盤
-8.316,68718,193-82.11,0826,044フライス盤
-40.92,2953,884-23.6423554ボール盤
-25.213,85018,515149.54,1691,671研削盤
91.422,13011,56027.55,4964,309中ぐり盤
18.746,68639,34530.511,8309,068その他
6.0110,785104,5586.824,47422,915小 合 計
11.2479,890431,63022.3107,10887,558金 属 切 削 型 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更。
2）前年同期から％は変更。
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（単位：千USドル）○輸入国別（2010.1～6）
アメリカ欧 州イタリアドイツアジア台 湾機 種 別
2,20732,526031,74837,835493NC旋盤
6,24724,048014,46968,07419,465マシニングセンタ
48,71001,1055,4280NC밀링기

8326,77963,75032,269368NC研削盤
624302432460NC中ぐり盤
043242801,50042NCボール盤
365,12301,70016,1881,943NC放電加工機

2,46134,4172,64616,47742,632881NCその他
11,793112,2783,08069,492204,17223,192N C 小 合 計
4049,1827,11936912,8934,614旋盤
1111,6605399552,258170フライス盤
2414,38413633,267139ボール盤
3,1695,8625212,33635,8391,401研削盤
1,0318353584097,24013中ぐり盤
4,73026,44835814,12837,4724,490その他
9,68648,3718,90818,26098,96910,827非 N C 小 合 計
21,479160,64911,98887,752303,14134,019金 属 切 削 型 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更。
2）前年同期から％は変更。

◆米国：製造業部門、12ヵ月連続で成長（7月）
米サプライ・マネジメント協会（ISM）の購買管

理指数（PMI：製造業350社以上のアンケート調査

に基づく月次景況指数）によると、2010年7月の

ISM指数（PMI）は55.5％と景況感の分かれ目であ

る50％を上回り、製造業部門の活動も12ヵ月連続

で成長した。一方、経済全体の動向はPMIが上昇・

下降の分岐点41.2％を15ヵ月連続で上回り、経済

成長を遂げた。

7月の調査結果について、ISMは次のようにコメ

ントしている。「製造業部門は7月も成長を続けた

が、その成長率は6月に比べて鈍化した。雇用、サ

プライヤー納期、在庫が改善し、新規受注と生産

の減速による影響を緩和した」

なお、7月の製造業の景況感について、対象18業

種中、次の10業種が「企業活動を拡大した」と回

答している。プラスチック・ゴム製品、雑貨、紙

製品、電気機器・家電製品・部品、輸送用機械、

鉄鋼・非鉄金属、繊維製品、コンピューター・電

子製品、金属製品、化学製品。

ISMが発表した7月の主要個別指数の前月比変

動傾向は以下の通り。

2.主要国・地域経済動向

ISM指数の推移

備 考2010年
6月指数

2010年
7月指数項 目

6月比0.7ポイント低下。製
造業は12ヵ月連続成長。7
月のPMI（55.5％）は年率
換算実質GDP成長率4.5％
に相当。

56.255.5ISM 指 数
（PMI）

6月比4.4ポイント低下。拡
大の基準である50.4％を14
ヵ月連続で上回った。8業
種が成長を報告した。

61.457.0生 産

6月比5ポイント低下。13
ヵ月連続で増加した。8業
種が成長を報告した。

58.553.5新 規 受 注

前月比2.5ポイント低下。6
業種が増加を報告した。

57.054.5受 注 残 高
（季節調整なし）

6月比1ポイント上昇。11
業種が長期化を報告した。

57.358.3サプライヤー納期

前月比4.4ポイント上昇し
た。3ヵ月連続の縮小後、
初めて増加。6業種が在庫
増を報告した。

45.850.2在 庫

6月比0.8ポイント上昇。
10業種が増加を報告した。

57.858.6雇 用

前月比0.5ポイント上昇。
10業種が上昇を報告した。

57.057.5仕入れ価格

前月比0.5ポイント上昇。
13ヵ月連続の増加。7業種
が増加を報告。

56.056.5輸 出 受 注

前月比4ポイント低下。11
ヵ月連続の増加。5業種が
増加を報告した。

56.552.5原材料輸入
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（ISMManufacturingReportonBusiness 2010年8月

2日付）

◆米国：製造業設備稼働率は若干減少（6月）
2010年6月の設備稼働率（速報値）は、全製造業

で71.4％、耐久財製造業で69.6％、機械製造業で

72.7％となった。

前月比で見ると、機械製造業では1.1ポイント増

加したものの、耐久財製造業では横ばいで推移、

全製造業では0.3ポイント減少している。

一方、前年同月比で見ると全製造業では6ポイン

ト増加している。

第2位の出荷先となり、全体の18.4％を占めた。

北東部への出荷高は2.7％増で、全体の市場シェ

アは第3位の16.4％となった。南部のシェアは

13.8％で、出荷高は前期比7.9％増であった。

西部向け出荷高は6.5％増加したが、市場シェア

は11.0％で全体の最小であった。

また、今年第2四半期における雇用水準は、前期

比で1.0％上昇したが、前年同期比では0.1％しか

増加しなかった。

AWTグループは、チャック、顎器、コレット装

置、万力、材料固定具など工作物を固定・保持す

る工作物保持装置を生産するAMT加盟企業から構

成される。

（AMTプレスリリース 2010年7月23日付）

◆欧州：EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資
本財生産月次推移（7月）
欧州委員会の発表した2010年7月のEU主要国製

造業景気動向指数（D.I.）によると、EU全体では

2ポイント上昇している。国別では、フランスとイ

ギリスが5ポイント、イタリアが4ポイント、ドイ

ツが2ポイント夫々上昇している。

一方、ユーロ圏の資本財生産については、2010

年5月は前年同月比で8.6％増となった。なお、

2010年6及び7月の数字は未発表である。

米国製造業の設備稼働率月次推移

（FRBStatisticalReleaseG.17（419）/7月15日付）

◆米国：2010年第2四半期の工作物保持装置の出
荷高、前期比7.7％増加
米国製造技術工業協会（AMT）の先進的工作

物保持技術（AWT）グループによると、2010年

第2四半期の工作物保持装置の総出荷高は前年

同期比43.6％増の5,380万ドルとなった。

AWTによる統計の対象企業37社の米国内出荷

高は4,570万ドルに達し、輸出高は810万ドルで

あった。

工作物保持装置の2010年第2四半期米国内出

荷高は前期比7.4％増、輸出高は9.4％増であった。

米国内出荷では、中西部地域が最大の出荷先で、

前期比9.2％増加し、全体の40.5％を占めた。中央

部への出荷高は4.8％増加し、北東部を追い抜いて

EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資本財生産月次推移

（欧州委員会MonthlySurveyofManufacturing

Industry及びIndustrialProduction調査）
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◆独機械業界、生産高見通し上方修正
ドイツ機械工業連盟（VDMA）のマンフレート・

ヴィッテンシュタイン会長は20日、2010年通期の

業界生産高が前年比で実質3％増加するとの見通

しを述べ、従来予想の「横ばい」から上方修正し

た。4・5月の生産高が15ヵ月ぶりに前年を上回っ

たほか、売り上げも3月から拡大が続くなど需要が

急速に回復しているため。

景気の回復状況は分野によって大きく異なって

おり、金融・経済危機の影響が最も早く現れた紡績

機械は回復が顕著な一方、化学業界向けなどのプ

ロセス機械は低迷している。各分野の通期成長率

はマイナス30％からプラス30％までと幅広い。

1～5月の累計受注高は前年同期比で25％増と大

きく拡大した。比較対象の09年1～5月は受注が極

めて低調だったため、回復幅もその分、大きくな

った格好。ヴィッテンシュタイン会長によると、

受注は昨年夏から下げ止まり始めたため、今年下

半期の成長率は上半期に比べ鈍化する見通しとい

う。

（Handelsbaltt 2010年7月20日付）

◆英国：6月の工作機械受注、好調
英国製造業技術工業協会（MTA）によると、6月

の工作機械受注は65％増加した。

今年第1四半期に心強い実績を挙げた後、欧州に

政治と経済不安が広がったこともあり、受注は4月

と5月に減速していた。

6月の受注増加は、6月7～11日に開催された隔

年展示会のMACH2010における受注が寄与したも

のと思われるが、MACHに出展していないメーカ

ーも受注増を報告している。

ビジネスが不透明さから上向きに好転している

模様で、信頼感と引き合いの水準も上昇している。

MTAのGrahamDewhurst事務局長は、「受注増加

は製造業にとって良いニュースである。多くのメ

ーカーはMACHにおける高水準の引き合いと受注

を報告している。こうした報告と速報値は英国の

製造業の回復が確実になることを示唆している」

と述べている。

（MTAプレスリリース 2010年7月28日付）

◆イタリア工作機械生産が増加見通し
イタリア工作機械協会（UCIMU）はこのほど、

2010年通期の業績見通を発表した。通期の生産高

は前年比6.2％増の43億4,500ユーロになる見込み。

国内外とも企業による設備投資需要が回復傾向に

あるためで、国外は前年比6.1％増の26億8,000万

ユーロ、国内は同6.3％増の16億6,500万ユーロに

それぞれ拡大する見通し。

同国の工作機械業界は昨年、世界同時不況のあ

おりを受け、生産高が前年比で30％減少（40億

9,300万ユーロ）する大打撃をこうむった。今年に

入り、受注は増加に転じているものの、景気の先

行きが不透明なことから、「突然停滞する恐れもあ

る」（UCIMUのロスマ会長）状況だ。国内メーカー

の大半は、生産体制の見直しや国際化など戦略的

な転換を迫られており、今後は国外企業との合弁

事業の立ち上げや提携・合併が加速する可能性が

高いという。

（MaschinenMarkt 2010年7月9日付）

◆スイスのジョージ・フィッシャー、黒字転換
スイスの自動車部品・機械大手ジョージ・フィ

ッシャー（GF）が19日発表した2010年1～6月期

（上半期）決算の営業利益（EBITベース）は7,300

万スイスフランで、前年同期の1億2,200万フラン

の赤字から黒字に転換した。景気回復に伴いアジ

アを中心に受注が上向いたことに加え、業績悪化

を受けたコスト削減対策が奏功した。また、前年

同期のような特別損失がなかったことも反映され

た。売上高は17％増の16億9,100万フラン、受注高

は35％増の18億4,400万フラン、受注残高は27％増

の5億5,600ユーロにそれぞれ改善した。

3.工作機械関連企業動向
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部門別では、全部門で増収を達成。GFパイピン

グシステム（水道・ガス管などの配管材）が10％

増の5億8,400万フラン、GFオートモーティブ（自

動車部品）は25％増の7億8,100万フラン、GFアジ

エシャルミー（工作機械）が11％増の3億2,600万

フランに増加した。

同社は、下半期も上半期と同じペースで回復が

続くとの見通しを示している。

（GeorgFischer 2010年7月17日付）

◆ブラジル：Romi社の2010年第2四半期の新規受
注が前年比大幅増加
昨年9月から実施されたブラジル国立経済社会

開発銀行（BNDES）による固定資本投資向け貸出

金利の引き下げ（本年12月まで延長）、企業マイン

ドの改善、在庫投資の拡大が寄与して、ブラジル

経済は2009年下期から徐々に回復に向かっている

が、景気の好転を反映して国内工作機械・プラスチ

ック加工機械メーカーの最大手であるIndustrias

RomiS.A.社の2010年第2四半期業績も前年同期比

および前期比で改善が目立っている。

本年第2四半期の新規受注は前年同期比81.3％

増の2億803万レアル、うち工作機械は同79.5％増

の1億3,278万レアルだった。本年第2四半期の工

作機械受注は、前期比で41.1％増と着実に増加し

ている。

本年第2四半期純営業収入は前年同期比61.1％

増の1億6,763万レアル、うち工作機械事業収入は

同48.7％増の9,608万レアルだった。純営業収入に

占める輸出の比率は、本年第2四半期が9％、前年

同期が13.2％だった。主力輸出市場は欧州、米国、

中南米である。

なおこのところ、CNC旋盤、マシニングセンタ、

大型の縦型・横型旋盤に加えて、低価格の在来型旋

盤、小型CNC旋盤の出荷台数が増加している。

なお、Romi社連結純利益は2010年第2四半期が

1,520万レアルで前年同期の50万レアルと比べて大

幅増益となった。

（Romi社プレスリリース 2010年7月27日付）

◆英国：600Group、2010年度の決算を発表
英国工作機械メーカーのThe600GroupPLCは

2010年度（2010年4月3日に至る53週の期間）の決

算を発表した。

売上高は2010年度が4,538万ポンドで、2009年度

（2009年3月28日に至る52週の期間）の7,621万ポ

ンド比40％減の大幅減収となった。低収益部門か

らの撤退が売上げ減少の主因である。

総売上高に占める600Group主要4事業部門の比

率は、工作機械41％、精密加工部品26％、レーザマ

ーキング15％、荷役機械&廃棄物処理18％となっ

ている。

営業損失は2009年度の828万ポンドから2010年

度には677万ポンドの赤字に縮小した。

600GroupのDavidNormanCEOによれば、同グル

ープの再建計画はほぼ完了したので、2011年度に

は伝統的市場である欧州を中心に主要4事業部門

の展開を図り、また、アジアの外注先との関係も

従来通り維持して行く予定だ。

なお、2011年度第1四半期の受注高は前年同期比

31％増、2010年度期末の受注残高も前年比16％増

と好調だ。

ところでOxfordEconomicsGroupは2011年には

工作機械需要が本格的に上向くと予測している。

（600Groupプレスリリース 2010年8月3日付）

◆スイス：Mikron社、2010年上期の決算を発表
企業再建計画の成果と顧客の景気信頼感の改善

を反映して、MikronGroupの2010年上期受注高は

前年上期実績を82.2％上回る1億1,020万スイスフ

ランとなった。

本年上期受注高は、精密機械加工用途向けの機

械、切削工具を製造する「機械部門」が前年同期

比137.3％増の5,800万フラン、「オートメーション

部門」が同46.5％増の5,280万フランだった。

売上高は2010年上期が前年同期比5.7％増の
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8,100万フラン、内訳は「機械部門」が前年同期比

43.1％増の4,700万フラン、「オートメーション部

門」は21.1％減の3,450万フランだった。

タイムラグがあるので本年上期の受注増は、本

年下期の売上高増に寄与することになる。「機械

部門」の主要顧客業種は自動車部品産業と筆記具

産業、主要市場はドイツなど欧州諸国、それに台

頭著しいアジア諸国である。

「オートメーション部門」の主要顧客業種は医薬

品・医療機器産業、主要市場は西ヨーロッパ、米国、

アジア諸国となっている。

収益面では、2009年上期の純損失1,830万フラン

が2010年上期には250万フランの赤字にまで縮小

した。

（Mikron社プレスリリース 2010年8月4日付）

◆ユーザー関連トピックス
中国：フォックスコン、河南に進出－内陸部開拓へ

EMS（電子製品の製造受託サービス）大手、台

湾・鴻海精密工業の中国子会社である富士康科技

集団（フォックスコン）の河南・鄭州工場が2日に

操業を開始した。同社の中国内陸部への工場移転

計画の実質的な進展となる。フォックスコンの副

総経理で、新工場「富泰華精密電子（鄭州）公司」

の代表の林政輝氏によると、薄利の労働密集型製

造業から付加価値が高いハイエンド製造業へとシ

フトする考え。同社は鄭州に複数の工場を置く予

定で、近く新たな工場の建設に着工する。2011年

末までには20万人近くの従業員は鄭州に送り込む

計画である。

（新華社新華網ニュース 8月3日付）

中国：三一重工、建設機械の販売好調

建設機械メーカーの三一重工は今年第1四半期

から、販売の好調が続いている。販売数は過去最

高水準で、上半期には一部製品が昨年通年の販売

数を超えた。中小規模の都市でコンクリートの現

場での混合が禁じられたことを受け、ミキサー車

がよく売れている。今年上半期にはミキサー車の

売上高が昨年通年の114億元を超えた。このほか、

クレーン車や掘削機、ボーリングマシンなどを含

む建機も全般に好調である。一部製品では供給不

足も起きている。そのため同社では、ポンプ車の

月間生産数は初めて600台を超え、生産能力を倍増

させた。

（新華社新華網ニュース 8月4日付）

インド：ホンダ・シエル、25億ルピーを投じて第2工

場にパワートレイン生産設備を建設

本田技研工業のインド四輪法人、ホンダ・シエ

ル・カーズ・インディア（HSCI）は7月27日、25

億ルピーを投じて、ラジャスタン州アルワル県タ

プカラにある第2工場にパワートレイン生産設備

を建設すると発表した。建設は年内にも完成予定。

HSCIは今回の発表の中で、第2工場でのパワート

レイン生産設備の建設は、「将来必要となる完成車

の生産能力増強に備えた措置」と説明しているが、

これは同工場での新興国向け小型車の生産開始を

指している模様。本田技研は、今年1月のオートエ

キスポで、新興国向け小型車のコンセプトモデル

「HondaNewSmallConcept」を披露。価格は50万ル

ピー以下に抑え、2011年までに発売するとしてい

る。第2工場で生産されるシリンダーヘッド、シリ

ンダーブロックといったパワートレイン部品は、

新開発小型車のほか、既存車種にも搭載される予

定。同社は将来的にインドを基幹部品の生産基地

として活用したい考えである。

（インドビジネスセンター 7月28日付）

インド：バーラト重電機、ジャルカンド州で火力発電設

備を受注

国営バーラト重電機（BHEL）は8月9日、ジャ

ルカンド州の州都ラーンチに27万キロワット級火

力発電設備全4基を納入する契約をアブヒジート・

4.その他
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インフラ（本社ラーンチ）から受注したと発表した。

アブヒジート・インフラは発電や道路、鉄鋼などの

事業を手がける民間企業。受注総額は252億5,000万

ルピーに上る見込み。契約の対象は、ボイラー、蒸

気タービン、タービン発電機ならびにその他の付

帯設備の機器・設備の設計、エンジニアリング、製造、

供給、設置、試験から試運転までとなっている。

（インドビジネスセンター 8月10日付）

独ベアリング大手のシェフラー、アジアに3億ユーロ投

資

ベアリング大手の独Schaeffler（ヘアツォーゲン

アウラハ）は19日、今後数年間でアジアに約3億

ユーロを投資すると発表した。現地需要の急速な

拡大と顧客ニーズに対応するのが狙いで、生産能

力と研究開発拠点を強化。グループ売上に占める

アジアの割合を2012年までに現在の22％から25％

超へと引き上げる。

投資資金は中国、インド、韓国、ベトナムにある

計11工場の拡張のほか、中国とインドに新設する3

工場に投じる。中国の新工場は2つで、1つはベア

リング、もう1つはエンジン・駆動装置部品を生産

する。新工場の建設は2012年の終了を見込む。

開発拠点は規模の大きい中国、韓国のほか、イ

ンドと日本でも拡張を行う。同社は自動車部品大

手Continentalを買収したことで巨額の債務を背負

ったが、投資資金はすべて手持ちのキャッシュフ

ローから捻出するとしている。

（Schaeffler 2010年7月19日付）

米GE、ワルシャワの開発センターを拡張

米ゼネラル・エレクトリック（GE）はワルシャ

ワのエンジニアリング・デザイン・センター（EDC）

を拡張し、エンジニア100人を新たに雇用する計画

だ。同センターの従業員数は1,000人に拡大するこ

とになる。今月で10周年を迎えたワルシャワの

EDCは航空機エンジンと部品の開発を手掛けてお

り、ボーイングの次世代旅客機「787（ドリームラ

イナー）」のエンジン開発にも大きく貢献した。GE

は今後、航空機分野の受注増加を見込んでおり、

今回の施設拡張を計画したという。

GEはポーランドで、EDCのほか、銀行部門の

GEMoney、モニタリングシステム開発のエンジニ

アセンター、オートメーション機器工場の3つを運

営しており、1992年～2007年に約4億ドルをポーラ

ンドに投資した。

（独紙nfa-NachrichtenfuerAussenhandelの新聞報道

のみ、独語）

（nfa-NachrichtenfuerAussenhandel 2010年7月8日

付）

「レーザ加工見本市LASYS2010」が閉幕

ドイツ・シュツットガルトで8日から開催されて

いたレーザ材料加工システムソリューションの国

際専門見本市「LASYS2010」が10日、閉幕した。国

内メーカーを中心に186社が参加、そのうち約4割

が国外メーカーだった。来場者数は前回（2008年）

を426人上回る3,870人。国外からの来場者は全体

の30％を占め、前回から4ポイント増加した。国籍

別ではスイス、フランス、イタリアの順となった。

主催者団体は「世界的な不況が続く中、前回とほぼ

同規模の参加企業数と来場者数を確保できたこと

は喜ばしい」として、同見本市が成功裏に閉幕した

と評価した。

（MaschinenMarkt 2010年7月15日付）

ドイツ船舶部品業界で危機続く、風力発電部品など新

事業開拓の動きも

ドイツで船舶部品業界の業績回復が遅れている。

造船業界はすでにゆるやかな回復基調にあるもの

の、部品の受注から納入までに約1年を要するため、

昨年の造船不振が周期遅れで部品メーカーに到達

した格好だ。

ドイツ機械工業連盟（VDMA）によると、昨年の

船舶部品業界の新規受注は前年から29％減少。今

年も同程度の縮小率が予想されている。売上高は
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7.7％減の119億ユーロとなった昨年からさらに落

ち込み、2005、06年の水準（約100億ユーロ）へと

後退する見通しだ。就労者7万2,000人のうち2,000

～4,000人が整理される恐れがある。本格的な景気

回復は2012年末以降になるという。

同業界の昨年の輸出比率は75％。輸出の36％が

アジア向けで、中国が20％、韓国が12％とその大

半を占めた。このため、メーカー各社はアジアの

造船業界の景気回復に伴う受注拡大に期待してい

る。また、海上の油田・ガス田開発向けや風力発電

向けの部品など、新規事業の開拓も進めていく方

針だ。

（VDMA 2010年7月7日付）

ルーマニアメーカー、エアバス部品の製造ラインユニ

ットを受注

ルーマニアの車両・機械メーカーFaurBucuresti

が仏航空機部品メーカーGroupeLatecoereから、製

造ライン用部品を受注した。契約額は60万ユーロ

に上るもようだ。納入するのは、エアバスA380型

機の部品を作るためのシステムで、今回が2回目の

受注となる。前回の契約規模は50万ユーロだった。

Faurは2008年以降、経済危機の影響が少ない市

場に力を入れている。エジプトの機関車製造メー

カーや、チャド、セネガルの製糖工場と、すでに取

引を開始しているという。

（独VWD通信OstWirschaftsReportの報道、リンクな

し、独語のみ）

（OstWirschaftsReport 2010年7月20日付）

伊マニエッティ、ポーランド生産を拡大

伊自動車部品メーカーのマニエッティ・マレリ

はこのほど、カトビツェ特別経済区のビエルスコ・

ビャーワ地区にあるサスペンション・システムの

工場に9,000万ズロチ（2,200万ユーロ）を投資して

生産ラインを増設すると発表した。生産ラインの

増設に伴い、従業員を700人から710人に増員する。

カトビツェ特別経済区では今年、米ガーディア

ン・オートモーティブや米リア・コーポレション、

伊ブレンボなどの自動車部品メーカーが生産能力

を拡大するため投資計画を発表している。伊フィ

アットの子会社フィアット・パワートレイン・テ

クノロジーズは、先月半ばにビエルスコ・ビャーワ

工場でフィアットやゼネラル・モーターズ、フォー

ドの小型車に搭載する新型エンジンの生産ライン

の稼動を開始した。フル稼働時で年間45万基を生

産する。

（DowJones,AutomotiveWorld.com 2010年7月14日

付）

ハンガリーの商用車・部品大手ラーバ、車軸の生産能力

拡大へ

ハンガリーの商用車・部品メーカー、ラーバは12

日、車軸の生産能力拡大を目指すイノベーション

プログラムを始動させたと発表した。欧州連合

（EU）の支援を受け、研究開発センターを設立。今

後3年間で150万ユーロを投じ、2015年までに車軸

の生産能力を09年比で倍増させる。ラーバは主に

EU、米国、独立国家共同体（CIS）に製品を輸出し

ている。1～3月期は売上高が前年同期比18.4％減

の79億8,000万フォリントに後退したものの、純利

益は3億9,900万フォリントと、前年同期の103億フ

ォリントの赤字から黒字に復帰した。

（PragueDailyMonitor 2010年7月19日付）
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5.日工会外需状況（7月）
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